
 

 

議案第１２１号 

 

 

   調布市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の  

一部を改正する条例  

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

  平成２７年１２月１０日 

 

 

               提出者 調布市長 長 友 貴 樹    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 特定任期付職員の給料の額を改めるため，提案するものであります。 

 



 

調布市条例第   号  

 

 

   調布市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の  

一部を改正する条例  

 

 

 調布市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例（平成２７

年調布市条例第１号）の一部を次のように改正する。 

 

 

 第８条第１項の表右欄中「３７０，５００」を「３７１，０００」に， 

「４１７，５００」を「４１８，１００」に，「４６７，２００」を   

「４６７，９００」に，「５３２，８００」を「５３３，５００」に，  

「６０７，２００」を「６０８，１００」に，「６９１，０００」を   

「６９１，９００」に，「７７７，０００」を「７７８，０００」に改める｡ 

 

 

附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は，平成２８年１月１日から施行する。 

２ この条例による改正後の調布市一般職の任期付職員の採用及び給与の特

例に関する条例（以下「改正後の条例」という。）第８条の規定は，この

条例による改正前の調布市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関

する条例（以下「改正前の条例」という。）の規定により新たに給料表の

適用を受けることとなった職員の新たに給料表の適用を受けることとなっ

た日又はこの条例の施行の日（以下「施行日」という。）のいずれか早い

日から適用する。 

（号給の切替え） 

３ 前項に規定する新たに給料表の適用を受けることとなった日における職



 

員の号給は，改正前の条例の規定により同日において，その者が受けてい

た号給と同一の号給とする。 

（給与の内払） 

４ 改正前の条例の規定により施行日前に職員に支給された給与があるとき

は，当該支給された給与は，改正後の条例の規定による給与の内払とみな

す。 


